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会
長
就
任
あ
い
さ
つ

公
益
財
団
法
人
長
野
県
消
防
協
会
長

�

福
澤　

賢
治

　

向
暑
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
御
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
よ

り
長
野
県
消
防
協
会
の
事
業
運

営
に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た

だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
県
下
2
万
9
千
有
余
名

の
消
防
団
員
の
皆
様
に
は
、
生
業

の
か
た
わ
ら
火
災
、
災
害
対
応
や

各
種
訓
練
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
6
年
5
月
29
日

の
理
事
会
に
お
い
て
長
野
県
消

防
協
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

福
澤
賢
治
で
す
。就
任
に
当
た
り

一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
諸
先
輩
方

が
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
と
伝

統
を
誇
る
当
協
会
の
会
長
の
大

役
を
考
え
た
と
き
、
責
任
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。重
責
を
全
う
す
べ
く

副
会
長
を
は
じ
め
理
事
、
監
事
の

皆
様
の
御
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

全
力
で
務
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
と

し
た
地
震
の
頻
発
、
気
候
変
動
の

影
響
を
受
け
て
の
豪
雨
、
土
砂
災

害
、
大
規
模
な
山
火
事
な
ど
、
最

近
は
国
内
、
県
内
各
地
で
災
害
が

相
次
い
で
い
ま
す
。ま
た
市
街
地

等
で
の
住
宅
火
災
も
後
を
絶
た

ず
、
不
幸
に
し
て
犠
牲
者
も
出
て

い
ま
す
。住
民
の
皆
さ
ん
の
防
災

意
識
も
高
ま
っ
て
お
り
、
地
域

に
密
着
し
て
住
民
の
生
命
、
財
産

を
守
り
、
郷
土
を
守
る
消
防
団
の

重
要
度
も
増
し
て
い
ま
す
。一
方

で
、
消
防
団
活
動
へ
の
理
解
促
進

と
団
員
の
募
集
、
団
員
の
待
遇
改

善
や
女
性
消
防
団
員
の
活
性
化
、

訓
練
の
あ
り
方
な
ど
課
題
も
多

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

長
野
県
消
防
協
会
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
S
N
S
の
活
用
に
よ

る
事
業
の
報
告
、
Ｐ
Ｒ
を
は
じ

め
、
女
性
消
防
団
員
の
活
性
化
、

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
県

消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
の
開
催
、

副
団
長
講
習
会
、
消
防
団
長
・
事

務
主
任
研
修
大
会
、
女
性
消
防
団

員
活
性
化
大
会
、
指
導
員
研
修
会

な
ど
の
大
会
、
各
種
研
修
会
の
開

催
、
こ
の
他
表
彰
、
消
防
団
員
の

共
済
・
福
利
厚
生
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

終
り
に
、「
不
易
流
行
―
不
変

の
中
の
変
化
―
」に
つ
い
て
記
し

ま
す
。「
不
易
流
行
」と
は
、
い
つ

ま
で
も
変
わ
ら
な
い
も
の
の
中

に
、
新
し
い
変
化
を
取
り
入
れ
る

こ
と
を
指
す
言
葉
で
す
。本
来
の

消
防
団
の
存
在
意
義
を
大
切
に

し
つ
つ
、
時
代
に
即
し
た
活
動
に

形
を
変
え
挑
戦
し
続
け
る
、「
不

易
流
行
」が
消
防
団
に
も
必
要
と

思
い
ま
す
。県
下
消
防
団
が
今
後

も
変
わ
る
こ
と
な
い「
地
域
に
根

差
し
た
魅
力
あ
る
消
防
団
」で
あ

る
た
め
に
、
県
消
防
協
会
は
団
員

の
士
気
の
向
上
、
技
術
の
向
上
と

知
識
の
習
得
、
交
流
の
推
進
を
図

り
、
地
域
防
災
力
の
一
層
の
充

実
、
強
化
の
た
め
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
長
い
間

当
協
会
の
発
展
に
御
尽
力
を
い

た
だ
き
、
先
日
任
期
を
終
え
ら
れ

た
評
議
員
の
皆
様
、
上
條
前
会

長
・
前
副
会
長
・
前

理
事
監
事
の
皆
様
の

益
々
の
御
発
展
を
御

祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

県
内
か
ら
5
名
の
方
々
が
受

章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

瑞
宝
単
光
章

（
元
）佐
久
市
消
防
団
長

�

上
原　
　

巧

（
元
）大
岡
村
消
防
団
分
団
長

�

内
山　

和
文

（
元
）長
野
市
消
防
団
分
団
長

�

小
池　

宏
明

（
元
）栄
村
消
防
団
長

�

油
科　
　

浩

（
元
）塩
尻
市
消
防
団
長

�

吉
池　

昇
一

　

消
防
功
労
受
賞
者

7
名
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

（
前
）松
本
市
消
防
団
長

�

上
條　

博
文

軽
井
沢
町
消
防
団
長

�

柏
木　

智
良

下
諏
訪
町
消
防
団
分
団
長

�

中
村　

賢
治

塩
尻
市
消
防
団
長

�

百
瀬　

一
茂

岡
谷
市
消
防
団
分
団
長

�

濱　
　

裕
二

岡
谷
市
消
防
団
分
団
長

�

花
岡　

隆
志

上
田
市
消
防
団
副
団
長

�

宮
原　

克
彦

　
消
防
関
係
者

　
春
の
叙
勲

知
事
表
彰
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■ 長野県消防協会の新しい体制 ■

評議員

五十嵐　幸男
（県消防協会参与会相談役）

評
議
員

役　

員

評議員

松木　道夫
（前長野市消防団長）

評議員

二木　弘
（前安曇野市消防団長）

評議員

清水　健悟
（売木村消防団長）

評議員

篠原　充彰
（佐久穂町消防団長）

副会長

柏木　智良
（軽井沢町消防団長）

副会長

奥原　康隆
（松川村消防団長）

副会長

出澤　重樹
（飯山市消防団長）

副会長

坂巻　剛弘
（飯田市消防団長）

会　長

福澤　賢治
（上田市消防団長）

理　事

丸山　　巌
（箕輪町消防団長）

理　事

上沼　隆弘
（岡谷市消防団長）

理　事

丸山　貴弘
（東御市消防団長）

理　事

上原　亮一
（御代田町消防団長）

理　事

由井　　宏
（川上村消防団長）

常務理事

小野　政仁
（県危機管理部消防課長）

理　事

藤沢　和人
（高山村消防団長）

理　事

瀬在　順一
（千曲市消防団長）

理　事

沖中　良偉
（小谷村消防団長）

理　事

宮坂　明直
（松本市消防団長）

理　事

澤木　良太郎
（上松町消防団長）

理　事

横前　敏武
（喬木村消防団長）

監　事

原山　幸治
（県町村会事務局長）

監　事

清水　良文
（木曽町消防団長）

監　事

菊原　和博
（南相木村消防団長）

理　事

小菅　和重
（中野市消防団長）

理　事

片桐　　浩
（長野市消防団長）
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第
１
回 

理
事
会

事
業
報
告
・
決
算
報
告
を
承
認

　

5
月
14
日
長
野
市
で
第
1
回
理
事
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
来
賓
と
し
て
出

席
さ
れ
た
前
沢
県
危
機
管
理
監
兼
部
長
か

ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
議
事
等
を
協

議
。
令
和
5
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算

報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
理
事
、
監
事
は
今
回
が
最
後
の
理
事

会
と
な
る
こ
と
か

ら
、
意
見
交
換
を

実
施
。
任
期
を
振

り
返
っ
て
の
所
感

や
、
消
防
団
の
重

要
課
題
で
あ
る
団

員
確
保
策
に
つ
い

て
、
熱
の
こ
も
っ

た
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
定
時
評
議
員
会

第
2
回
理
事
会
、

第
1
回
専
門
委
員
会
開
催

　

5
月
29
日
定
時
評
議
員
会
と
第
2
回
理

関
東
甲
信
地
区
消
防
協
会
会
議
開
催

　

6
月
5
日
関
東
甲
信
地
区
消
防
協
会
会

議
を
長
野
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
本
消
防
協
会
秋
本
敏
文
会
長
の
御
臨

席
を
い
た
だ
き
、
当
県
を
含
め
て
1
都
9

県
の
消
防
協
会
役
員
及
び
事
務
局
職
員
29

名
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
秋
本
会
長
の「
こ
れ
か
ら
の

日
本
消
防
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
話
を

拝
聴
。都
県
提
出
議
題
に
よ
る
協
議
で
は
、

ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

有
意
義
な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
当
地
区
代
表
の
日
本
消
防
協
会
副
会

長
に
埼
玉
県
消
防
協
会
の
森
田
会
長
を
、

同
じ
く
理
事
に
当
協

会
、
福
澤
会
長
の
推

薦
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

2
日
目
は
善
光
寺

の
防
火
対
策
、
長
野

市
長
沼
の
令
和
元
年

東
日
本
台
風
災
害
か

ら
の
復
興
状
況
、
小

布
施
町
を
視
察
し
ま

し
た
。

知
事
感
謝
状
交
付
式

　

2
年
間
の
長
野
県
消
防
協
会
正
副
会
長

の
重
責
を
担
わ
れ
、
在
職
中
に
危
機
管
理

を
は
じ
め
、
県
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

次
の
4
名
の
方
々
に
阿
部
守
一
知
事
か
ら

感
謝
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
会
長
上
條
博
文
氏（
松
本
市
）、
前
副

会
長
日
下
部
良
也
氏

（
伊
那
市
）、
前
副
会

長
松
木
道
夫
氏（
長

野
市
）、
前
副
会
長
笹

川
政
義
氏（
木
祖
村
）

　

前
沢
県
危
機
管
理

監
、
小
野
県
消
防
課

長
、
県
消
防
長
会
の

西
澤
会
長
、
当
協
会

福
澤
会
長
が
立
会
わ

れ
ま
し
た
。

副
団
長
講
習
会

　

6
月
8
日（
土
）副
団
長
講
習
会
を
長
野

市
の
県
消
防
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
62

消
防
団
か
ら
87
名
が
参
加
。
昨
年
に
引
き

続
き
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済

基
金
の
講
師
4
名
に
よ
る
消
防
団
危
険
予

知
訓
練
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
別
に「
林

野
火
災
で
の
放
水

活
動
」を
テ
ー
マ
に

危
険
想
定
と
予
防

に
つ
い
て
協
議
し
、

検
討
結
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

令和５年度歳入歳出決算
（令和５年４月１日～令和６年３月31日まで）

（単位 : 円）

Ⅰ 事業活動収支の部
　 1 事業活動収入

基本財産運用収入 6,906,000
事業収入 5,593,598
補助金等収入 9,937,659
雑収入 2,456,371

　 事業活動収入計 24,893,628
　 2 事業活動支出

事業費支出 15,177,800
広報事業費 389,400
予防宣伝対策事業費 586,344
教養訓練事業費 10,306,555
表彰事業費 2,246,931
弔慰救済事業費 1,648,570

管理費支出 11,703,702
　 事業活動支出計 26,881,502
　 事業活動収支差額 △1,987,874

Ⅱ 特別積立預金支出 206,023

当期収支差額 △2,193,897
前期繰越収支差額 6,899,554
次期繰越収支差額 4,705,657

事
会
、
専
門
委
員
会
を
開
催
。
新
役
員
体

制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
定
時
評
議
員

会
で
は
、
5
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
が

承
認
さ
れ
、
ま
た
各
地
区
協
会
か
ら
推
薦

さ
れ
た
評
議
員
及
び
理
事
、
監
事
の
選
任

に
つ
い
て
、
原
案
通
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
2
回
理
事
会
で
は
、
理
事
の
互
選
に

よ
り
会
長
及
び
業
務
執
行
理
事
の
副
会
長

並
び
に
3
名
の
副
会
長
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
正
副
会
長
会
後
に
開
催
し
た
専
門
委

員
会
で
は
、
今
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

ま
た
広
く
県
協
会
事
業
に
つ
い
て
新
鮮
な

ご
意
見
、
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
役
員
は
次
項
参
照
）

第 1回理事会

定時評議会

第 2回理事会

日本消防協会
秋本会長講話

副団長講習会 知事感謝状交付式

消防団員とご家族のご利用を
お待ちしております。
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退
任
に
あ
た
り
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

長
野
県
消
防
協
会
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め

消
防
関
係
の
皆
様
に
は
協
会
運
営
に
ご
理

解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
令
和
4
年
の
就
任
時
は
コ
ロ
ナ
禍
で

し
た
。制
約
の
あ
る
中
、
式
典
無
し
、
選
手

入
替
制
導
入
等
に
よ
り
、
長
野
県
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
を
松

本
市
で
挙
行
し
ま
し
た
。
各
協
会
か
ら
の

出
場
団
数
は
コ
ロ
ナ
前
よ
り
少
な
く
残
念

で
し
た
。
そ
し
て
令
和
5
年
5
月
コ
ロ
ナ

の
位
置
づ
け
が
5
類
感
染
症
に
な
り
、
長

野
県
消
防
学
校
に
て
県
大
会
を
行
う
事
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
に
よ
り
操

法
大
会
に
対
し
て
世
の
中
の
考
え
方
が
変

わ
り
ま
し
た
。
訓
練
を
し
な
け
れ
ば
団
員

の
安
全
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に

も
消
防
の
基
本
の
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
を
通

じ
て
県
全
体
の
消
防
力
向
上
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。大
会
で
勝
つ
為
の
訓
練
で
な
く
、

こ
れ
か
ら
は
誰
も
が
経
験
す
る
訓
練
と
い

う
事
を
団
員
に
伝
え
て
頂
け
れ
ば
理
解
を

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
の
安
心
安
全
の

為
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。ご
安
全
に
。

前
長
野
県

消
防
協
会
長

上
條　

博
文

退
任
あ
い
さ
つ

　

令
和
4
年
度
か
ら
2
年
間
、
県
消
防
協

会
南
信
ブ
ロ
ッ
ク
の
副
会
長
と
し
て
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
正
副
会
長
、
事

務
局
始
め
理
事
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

移
住
者
で
消
防
団
に
入
り
14
年
後
に
団

長
ま
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
県
消
防

協
会
事
業
ま
で
携
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と

は
、
幸
運
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
県
消
防
行
政
に
資

す
る
協
会
の
事
業
に
副
会
長
た
る
貢
献
を

し
た
い
、
せ
ね
ば
と
思
い
つ
つ
も
緊
張
の

中
で
戸
惑
う
ば
か
り
で
し
た
が
、
地
区
の

代
表
で
あ
る
理
事
の
皆
様
と
の
交
流
で
は

「
地
域
特
性
」を
強
く
感
じ
、
そ
の
知
見
を

深
め
る
と
と
も
に
長
野
県
の
広
さ
と
多
様

性
の
豊
か
さ
を
思
い
知
り
ま
し
た
。
団
員

減
少
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
中
、
様
々

な
試
み
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

の
協
議
、
交
流
を
通
し
て
良
き
答
え
が
導

き
出
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
長
野
県
消
防
協
会
の
益
々
の

発
展
と
新
任
の
皆
様
の
ご
活
躍
、
県
下
更

な
る
地
域
防
災
力
強
化
が
な
さ
れ
る
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 前

副
会
長

日
下
部　

良
也

　

令
和
4
年
に
県
消
防
協
会
の
副
会
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
2
年
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
少
し
下
火
に

な
り
、
少
し
ず
つ
元
に
戻
る
中
、
操
法
大

会
、
出
初
式
、
消
防
訓
練
も
感
染
予
防
に

注
意
し
て
行
う
よ
う
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
前

に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
県
内
の
各
協
会
の
皆
さ
ん

と
意
見
交
換
が
で
き
た
有
意
義
な
2
年
間

で
し
た
。
近
年
大
規
模
な
災
害
が
各
地
で

発
生
し
、
そ
の
度
に
人
命
、
財
産
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
災
害
に
強
い
長
野
県
に
す

る
た
め
、
今
後
は
団
員
数
の
減
少
等
様
々

な
問
題
が
あ
り
、
消
防
団
を
取
り
巻
く
状

況
は
厳
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
県
消
防
協

会
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
安
全
、

安
心
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
す
が
、

長
野
県
消
防
協
会

と
各
団
の
皆
様
、
そ

れ
を
支
え
て
く
だ

さ
る
ご
家
族
の
皆

様
の
御
健
康
と
御

多
幸
を
お
祈
り
し

て
退
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

前
副
会
長

消
防
協
会
長

松
木　

道
夫

　

長
野
県
消
防
協
会
の
理
事
の
皆
様
、
消

防
関
係
者
の
皆
様
に
は
2
年
間
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
も
副
会

長
を
務
め
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は 

皆

様
の
ご
協
力
を
頂
い
た
お
か
げ
で
す
、
こ

の
2
年
間
の
中
で
出
会
っ
た
方
々
と
の
交

流
や
意
見
交
換
は
自
分
に
と
っ
て
は
大
変

貴
重
な
時
間
で
し
た
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
5
類
に
移
行

し
人
流
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
中
、
長
野
県

消
防
ポ
ン
プ
操
法
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
が
再

開
し
人
数
を
減
ら
し
て
、
入
れ
替
え
方
式

で
開
催
出
来
て
成
功
し
た
事
は
大
変
喜
ば

し
く
思
い
ま
す
。
長
野
県
内
何
処
で
も
団

員
減
少
の
抱
え
る
悩
み
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
が
、
県
協
会
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　

最
後
に
な
り
ま
す

が
、
長
野
県
消
防
協
会

と
各
地
の
消
防
団
員

と
ご
家
族
皆
様
の
ご

発
展
、
ご
活
躍
ま
た
ご

健
康
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
退
任
の
御
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

前
副
会
長

笹
川　

政
義

火
の
用
心

消 

防 

団

消 

防 

団

消 

防 

団

消 

防 

団


